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４－３ 松本城クイズ１５ 本丸庭園内の主な行事(解答･解説) 

                                  松本城管理事務所研究室 
 

１．今年の新春開門式は、平成４年（１９９２）に始まり第１８回を数えました。次の中で開門式

で扱っていない催し物が一つあります。どれでしょうか。・・・・・・③ 

   開門式で扱っている催し物は、大戸開き（黒門）、鏡開き、紅白餅・福枡の無料配布、トン汁、 
  甘酒の販売、初売り、羽根つき、コマ回し大会などです。またお楽しみ抽選会なども行なってい 

ます。従ってたこあげは実施していません。たこは抽選会で当たる景品に用意されています。   
２．「文化財防火デー」は、１月２６日毎年全国一斉に実施されます。大切な文化財を焼失したこ 

とに由来します。その文化財とは次のうちどれでしょうか。一つ選びなさい。・・・・・② 

 「文化財防火デー」は昭和２４年１月２６日に、１３００年の歴

史を持つ、日本最古の壁画が描かれた、世界的至宝の奈良法隆寺金

堂壁画が焼失した火災を契機に、昭和３０年「後世に伝えよう文化

財」をテーマに制定されました。以来毎年この時期に、貴重な文化

財を火災や震災、その他の災害から保護すると共に、文化財愛護思

想の普及高揚を図るために、全国的に文化財防火運動が展開されて

います。国宝松本城においても、約２００人規模で消防訓練を実施

しています。  
 

３．日本の伝統芸能を身近に触れていただくために、８月初旬「国宝松本城薪能」を開催しています。 

今年で第何回でしょうか。次の中から一つ正しいものを選びなさい。・・・・・・➂            

  有形文化財の国宝松本城において無形文化財の薪能を行うこ 

とで、両文化財保護に対する市民の文化財保護意識を高めると 

ともに、日本の伝統芸能を身近に触れていただき、質の高い芸 

術鑑賞をするために開催しています。昭和５７年（１９８２） 

に第１回が開催され、今年で２７回目になります。 
  
 
 

４．国宝松本城解体復元（昭和の大修理）から、５０周年目にあたり、記念事業の一環として特別 

公演が開催され、以後毎年公演している行事名は、次のうちどれか。一つ選びなさい。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・➀ 

  平成１７年度に国宝松本城解体復元（昭和の大修理）から５０周年目に当たり、主として宮内庁 

式部職楽部による雅楽松本特別公演が開催されました。この公演を機に国宝である「松本城」と重 

要無形文化財である「雅楽」に市民が接することにより、両文化財保護に対する理解を更に深めて 

いただくため、平成１８年度からとり行い平成２０年度で３回目の公演です。  
５．松本城の歴史をテーマにした「国宝松本城人形飾り展」が、毎年藤棚横の広場を利用して行な 

われています。テーマは毎年変えます。ここ数年実施されていないテーマは、次のうちどれか。 

一つ選びなさい。・・・・・・・・・・・・・・・➀ 
 平成１６年度は、「松平直政と銭座」、１７年度は「小笠原牡丹」、１８年度は「領内総検地」、１ 
９年度は「加助騒動」のテーマで実施してきています。まだ、「松本藩の北越出兵」は実施にいたっ 
ていません。 



６．「国宝松本城人形飾り展」は、昭和５７年（１９８２）に始まり、今年で第２７回を数えます。

さて第一回で取り上げられたテーマは、次のうちどれでしょうか。一つ選びなさい。 

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・➃  

「お城まつり」の一環として、松本城にゆ

かりの深いテーマの人形飾りを展示するもの

です。昭和５７年（１９８２）年に第１回が

始まりました。２７年前のことです。テーマ

は「和田峠樋橋の合戦」です。水戸浪士の通

行と松本藩の出兵について扱っています。 
 

７．昭和２５年から３０年にかけて、国宝保存工事第一号として天守解体復元が行なわれ、昭和３ 

０年１０月１日には全市あげての盛大なお祝の式典といく日もの諸行事が実施されました。こ 

れが今日の「お城まつり」と□□□のもとになっています。□□□にあてはまる言葉を、次の 

中から一つ選びなさい。・・・・・・・・・・・②    

 １９５０（昭和２５）年より５年の歳月と国宝保存工事第１号として６，２１８万円の費用をか 

けて、日本で初めての天守解体修理が行われ、完成した１９５５（昭和３０）年１０月には、全市 

をあげて盛大なお祝いの式典と１０日間におよぶ諸行事が行われました。これが今日のお城まつり

と市民祭のもとになっています。 
８．お城祭りの一環として開催されている菊花展は、秋の松本城の周辺の紅葉とマッチして満喫でき

る一つの催し物です。昨年度総出品数はどのくらいあったでしょうか。次の中から一つ選びなさ

い。・・・・・・・・・・・・・・・・・・② 

  大菊三本仕立て、だるま作り、福助作り、懸崖菊、小菊など合わせて約６００点でした。 
 
９．二十六夜神祭では、祭り前日（１１月２日）古城会でおもちをついて観光客にふるまっていま

す。この由来は次のうちどれが正しいでしょうか。一つ選びなさい。・・・・・・・➂ 

 二十六夜神祭の前日（１１月２日）に庭

園に神様を祭り、祭壇を設けお払いなどの

神事を執り行った後、お餅つきが始まりま

す。それは、「毎月二十六日には三石三斗 
三升三合の餅をついてお祝し、藩士全員に

それを分かち与えよ。さすれば御城は安泰

で御勝手向きは豊なるぞ」とのお告げによ

るものと思われます。 
 
１０．本丸庭園の行事で最も早くから取り組んでいて、実施回数の多い行事は、次のうちどれでし

ょうか。一つえらびなさい。・・・・・・・・・・・・・➀             
① 「お城まつり」は、昭和３１年（１９５６）に始まり、 

今年で５２回になります。 
 ② 「さつき盆栽展」は、昭和５０年（１９７５）始まっ 

て、今年で３４回になります。   
 ③ 「薪能」の始まりは、昭和５７年（１９８２）です。 

今年で２７回を数えます。  
 ④ 「菊花展」の始まりは、昭和３５年（１９６０）です。 

今年で４９回を数えます。 


